
福岡市新青果市場整備事業〈概要〉

H26.5 福岡市農林水産局新青果市場担当

【 目 次 】

Ⅰ 新青果市場整備事業の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１

□ 青果部３市場再編・再整備の課題と必要性

□ 現市場の概要

□ これまでの事業経過

Ⅱ 新市場概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ２

□ 市場敷地の概要・新市場の位置

□ 青果市場経営展望＜概要＞

□ 施設整備計画

・ 計画概要（面積，構造，棟別施設概要）

・ 施設配置図

□ 新市場整備の主な特徴

Ⅲ 新市場整備スケジュール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ８

（H26.9一部修正）



Ⅰ 新青果市場整備事業の概要

□ 青果部３市場再編・再整備の課題と必要性

（１）３市場体制による課題

◇ 青果部３市場で取り扱われる青果物全体の約８０％が青果市場に一極集中し，東部・西部市場は，集荷を青果
市場からの転送に依存している。

◇ 卸売業者は，東部・西部市場を運営する各支社が赤字構造になっている。
◇ 市場特別会計においても，青果部３市場で約３億円を一般会計から繰り入れており，特に東部市場については

取扱量に比べて過大な負担となっている。

（２）青果市場の課題

◇ 青果市場は，築４３年が経過し施設の老朽化が進むとともに，開設当時に比べて取扱量が倍増したことにより，
施設が狭隘化している。

◇ 市場施設は温度管理が十分でなく，市場でコールドチェーンが途切れている。
◇ 仲卸業者の営業スタイルの変化により，加工及び荷捌・配送スペース等が不足している。

（３）青果部３市場の再編・再整備の必要性

◇ 福岡都市圏で消費される青果物の７割以上が，本市青果部３市場から供給されており，本市場に代わりうる青果
物流通の基幹システムがない。

◇ 市場間及び市場外流通との競争激化により，以前にも増して衛生的かつ効率的な市場づくりが必要となっている。
◇ 市場再編による経営資源の集中によって市場関係者の経営体質を強化する必要がある。
◇ 老朽化・狭隘化した青果市場を再整備し，集荷機能，分荷・配送機能，加工機能，情報受発信機能等の市場機

能を高度化する必要がある。

□ 現市場の概要
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□ これまでの事業経過

１

S43.9.3 （築44年） S49.6.20 （築38年） S57.7.21 （築30年）

年度 数量 金額 数量 金額 数量 金額

計画 214 千㌧ - 70 千㌧ - 46 千㌧ -

Ｈ元 207 千㌧ 439 億円 46 千㌧ 87 億円 24 千㌧ 41 億円

Ｈ10 221 千㌧ 495 億円 41 千㌧ 95 億円 19 千㌧ 39 億円

Ｈ15 226 千㌧ 447 億円 40 千㌧ 66 億円 18 千㌧ 31 億円

Ｈ19 248 千㌧ 477 億円 38 千㌧ 62 億円 15 千㌧ 24 億円

Ｈ20 250 千㌧ 475 億円 37 千㌧ 60 億円 14 千㌧ 23 億円

H21 255 千㌧ 471 億円 33 千㌧ 54 億円 13 千㌧ 20 億円

Ｈ22 251 千㌧ 513 億円 29 千㌧ 55 億円 12 千㌧ 21 億円

Ｈ23 258 千㌧ 513 億円 31 千㌧ 53 億円 12 千㌧ 22 億円

Ｈ24 275 千㌧ 519 億円 33 千㌧ 51 億円 13 千㌧ 22 億円

Ｈ25 285 千㌧ 556 億円 31 千㌧ 52 億円 13 千㌧ 24 億円

（構成比） （87％） （88％） （9％） （8％） （4％） （4％）

西部市場

23,321㎡

延床面積 75,008㎡ 18,989㎡ 16,376㎡

開場年月日

敷地面積 90,720㎡

東部市場

取扱高

32,318㎡

市場名 青果市場



Ⅱ 新市場概要

□ 市場敷地の概要

（１）敷地 （４）気象条件等（気象庁 統計情報による）
所在地 福岡市東区みなと香椎三丁目地内 風 最多風向（南東）
敷地面積 １４９，６９１．５６㎡ 最大風速，風向（北32.5m/s，瞬間：南49.3m/s）

雨 平均（0.03mm/10min）

（２）都市計画 最大（23.5mm/10min）
用途地域 準工業地域 気温 平均（17℃）
建ぺい率 ６０％ 最高（37.7℃）
容積率 ３００％ 最低（-1.3℃）
防火地域 指定なし 法２２条区域（市街化区域内） 湿度 平均（68％）
その他の地区等 臨港地区 最低（10％）

雪 最大積雪量（日0.17m）

（３）道路 積雪期間（11月～3月）
公道 東側（臨港道路アイランドシティ１号線 Ｗ＝６０ｍ）

南側（準幹線道路２－１号線 Ｗ＝４０ｍ）
北側（臨港道路アイランドシティ２号線 Ｗ＝４０ｍ）

□ 新市場の位置
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□ 青果市場経営展望＜概要＞
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□ 施設整備計画
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□ 施設配置図及び全体１階平面図
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□ 全体２階平面図
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□ 新市場整備の主な特徴
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Ⅲ 新市場整備スケジュール


